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The　test　method　ft）r　colour　fastness　of　teχtiles　to　compound　action　for

perspiration　and　sunlight　（JIS　L　0888 ―1977 ）　authorized　now　has　been　re－

cognized　to　be　not　necessarily　suitable　for　quality　appraisement　of　sports

wear レRecently ，　it　has　been　pointed　out　that　even　if　the　teχtiles　passed　in

this　test　often　appriciably　changed　in　colour　in　practical　end－uses．

In　this　study，　the　new　test　method　for　colour　fastness　of　sports　wear　to

compound　action　for　perspiration 　and　sunlight　more　suitable　for　quality

appraisement 　of　textiles　was　investigated　by　studying　the　relations　betweea

the　observation　of　the　colour　change　and　various　testing　conditions　：　oχida・

tion －Reduction　potential ，　pH，　composition ，　stability　and　practical　end－uses．

For　the　results，　it　can　be　concluded　that　new　method　for　testing　of　col－



oμΓ　fastness　to　perspiration－　light　would　be　most　suitable　for　assessing　the

quality　appraisement　of　sports　wear　in　practical　end　uses．　　　　　　こ

要　　　旨　　　　　　　　ト　 ノ

汗・日光複合作用に対する染色堅牢度試験方法

（JIS　L　0888―1977）は，現在，スポーツウェア

の品質評価に不十分なことが知ら れて い る．最

近，たとえ繊維製品がこの試験で合格したもので

も，しばしば実際の使用で著しく色変化すること

が指摘されている．

この研究は，繊維製品の品質評価に適合する汗

と日光との複合作用に対するスポーツウェアの染

色堅牢度を求める新しい試験方法を検討したもの

である．

実験は，酸化還元電位，　pH，組成，安定性およ

び実際面から種々検討し，スポーツウェアの品質

評価にもっとも適合する新しい方法を見い出すこ

とができたレ　　　　　　　　　し　　　し

1

緒　　　 言

スポーツウェアの品質は，一般衣料品よりも厳

しい基準か要求される．特に染色堅牢度について

は，汗と日光の複合作用に対する堅牢度試験方法

か非常に重要視されてきている叺

従来，　JIS　L0800番台規格，国際法ISO　105規

格および 了メリカ法AATCC 規格などを 参考と

して品質管理を行ってきたが，それぞれの試験方

法に合格したものでも実際の着用で著しい変退色

を生じクレーム事故になることが多く 認 め ら れ

る．

この原因は，主として人体から出る汗成分の複

雑性と日光照射の場合の環境変化などが試験規格

条件と離反しているためと考えられる．さらに，

実際の多数の人体着用試験は非常に厄介な種々な

困難があるため，この種の研究を系統的に深く検
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討された報告も少ない．

そこで，本研究では汗と日光の複合作用に最も

問題の生じやすい綿素材と種々な反応 基を有する

反応染料との組み 合 わ せ 染色物を重点的に選択

し，複合作用に対する抵抗性の強弱の異なる染色

物の人体汗および種々の人工汗との比較試験を行

った．さらに，人体汗および各種人工汗を付着さ

せた染色物を，日光，カーボンアーク燈光耐光試

験機およびキセノンアゞ ク燈光耐光試験機などで

照射し，結果を比較した．また，実際の人体着用

スポーツ運動につい．ては，ゴルフおよびテニスな

どで汗と日光の複合作用に対する抵抗性も検討し

てみた．

試験用汗液は，　PH，酸化還元電位 および安定

性も求め改良した．

その結果，実際の苦情現象に最も近似する手軽

でスポーツウェアの品質管理に 適 し た 試験方法

は，還元作用を及ぼすビタミン類を含む新しい人

工汗試験液を染色物に十分含浸させ，耐光試験機

中でブルースケール3 級（弱），またはブルースケ

ール4 級（強）まで照射することで安全性が判断で

きるものと考えられた．

2．実 験 方 法

2．1　 試験用染色布

綿 スムース（ シルケット加工品）を表1 に示す18

種類の反応染料で染色した．染色濃度 は淡色（色

濃 度約1 ／12）用 に0 ．2＄？　owf，中～濃色用 に3 ．0

～8 ．0％　owf　（紺は4 ％，黒は8 ％）を用いた．

また，別に市場にある染色布の中から，汗と日

光 の複合作用に安全なものと，クレーム品となっ

た ものも各種類集めた．　　 卜
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2．2　 各種人工汗液の調製・・・．・・・．　　・・．・

実験に用いた人工汗液の組成は√表2 に代表的

なものを示した．

ここで，　JIS　L　0848，　180　105　E　03，　AATCC

15などの規格は現在施行中のものである．A 社10

倍法，B 社法は社内規格の代表とし て 用 い た ．

ATTS （案）法は現在繊維製品技術研究会で検討中

のものである，づ　　　　　　　　卜

いずれも調製してから新鮮な閧に実験に用いる

ように注意した．　　　　　　　　　　　　 卜

2．3　 人体汗液の採取　　　　　　 ‥　　 卜

人体汗液の採取は，被検者として青年から実年

表1　 綿スムース・シルケット加工品に用いた反応染料

N（1 染　　 料　　 名 C．I．　Reactive 備　　　 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

Remazol　BriU ．　Yellow　GL

Kayacion　Brown　ENR

Kayacion　Yellow　P－S3G

Procion　Yellow　Mχ－GR

Sumifix　Supra　Brill．　Red　GF

Sumifix　Red　B

Remazol　Brill．　Red　GD

Sumi 石X　Brill．　Blue　R

Procion　Navy　H－ER

Sumifix　Blue　2RB

Sum 謠χ　Supra　Navy　Blue　BF

Sumifix　Black　B

Remazol　Brill．　Green　6B

Sumi 丘X　Turquoise　Blue　G

Sum 託χ　Supra　Blue　BRF

Procion　Blue　H－EGN

Drimarene　Dark　Blue　χ－2BL

Remazol　Blue　3R

Yellow　37

－

Yellow　81

Yellow　7

－

Red　22

Red　63

Blue　19

Blue　171

Blue　100

－

Black　5

Blue　38

Blue　21

－

－

Blue　78

Blue　28

アソ

含金アゾ　・

アソ

アゾ

アソ

アゾ

アソ

アントラキノン

ジスアソ

含金アソ

ジスアソ

ジスアソ

フタロシアニン

フタロシアニン

ホルマザン

ジオキサジソ

含金ジスアソ

含金アソ

表2　 各種類の人工汗液組成（全液量1X ）

犬
｀`卜ト

トヘヘ
ヘ

JIS　L　0848
180　105　E04

A 社　10 倍法 AATCC　15
（酸性）

ATTS （案） B 社

（酸性） 叮ぐ ）（酸性）（碓勹 旧　 法 新　 法 （酸性）（碓勹 （酸性）

L －ヒスチジン塩酸塩

塩イヒナトリウム

リン酸一・ナトリウム

リン酸二・ナトリウム（結晶）

85％乳酸

炭酸アンモニウム

DL －アスパラギン酸

D －パントテン酸ナトリウム

グルコース

0．5

5

2．2

0．5

5

5

5

5

5

1

X

5

5

5

4

0 ．25

10

1

1

0 ．25

10

1

1＋α

0．5

5

5

5

0 ．5

5

5

0．5

5

5

5

0．5

5

5

5

5

5

5

pH
調　整　 剤

NaOH － － － － ch3cooh NaOH CH3COOH

PH 5．5 8．0 3．5 3．5 8 ．0 3 ．5



に亘る男子24 人について ，サウナ室で発汗させ ポ

リスチレ ン袋に集めさせた．1　　 卜

採取した 人体汗は 多少 乳濁 状 で， 直ちにpH

および酸化還元電位を測定した．　 卜

また同時に，表1 に示した18種類の染色布を縫

製し， 約18cm 　X　18cm の大きさの ハンカチ布状

にしたものを各人に渡し，十分人体汗を含浸させ

るようにした．

2．4　 汗と光の複合作用試験　　　　　　 ‥

サウナ室で十分人体汗を含浸した染色布を直ち

に各種耐光試験機を用いて，フ勹レースケール3 級

が標準退色するまで（約10h ），照射した． 操作

はJIS　L0888B 法に準じて行った． また， 各種

人工汗も試験に：用 いた．

－77 －

μ3種類の染色布の汗と光の複合作用 に対する抵

抗性を参考とぅして ，表3 に示す5 種類 の反応染料

を選択した．淡色～中濃色の青色系試 験布11 種類

＝（符号a ～k ）は，蛍光なし淡色染め ポロシャツ

の両肩部に表4 のように縫いつけ，8 月 ～9 月夏

期晴天日10 時～16 時，テニスおよびゴ ルフのスポ

ーツに着用試験を行った．　　　　　 ‥‥ ‥ ‥‥

2．5　ATTS （案）人工汗液の 経時安 定性試験

：人工汗液は一般にアミノ酸を含むも のが安定性

に乏しい2）． よって，　ATTS （案）人 工 汗 液 の 安

定性は，室温暗所，冷蔵庫5 °C 暗所お よび60 °C

暗所で保存してみた．結果は20 日間まで ，外観，

pU ，酸化還元電位 および 紫外部吸収 坏ベクトル

の変化などから検討した．　　　 十卜　　　卜

表3　 スポーツ着用試験に用いた反応染料

瘋 染　　 料　　 名 染色濃度（ 符号）　owf

8

15

18

11

12

Sum 汪X　Brill．　Blue　R

Sumifix　Supra　Blue　BRF

Remazol　Blue　3R

Sumifix　Supra　Navy　Blue　BF

Sumifix　Black　B

0．2＃（a），　3 ＃（f）

0．2＃（b），　3 ％（g）

0．2＃（c），　3 ＃（h）

0．2＃（d），　4 ％（i）

0．2＃（e），　4 外叫，8 ％（k）

表4　 スポーツ着用ポロシャツ

第1 回

第2 回

第1 回

第2 回

ゴルフ（昭59 ．　8　．　3）

ゴルフ（昭59 ．　8　．24）

テニス（昭59 ．　8　。19）

テニス（昭59 ．　9　。23）

淡　　 色

a　b　c　d　e　a　＝　A

b 　c　d　e　a　b　＝　B

cdeabc ＝C

d 　e　a　b　c　d　＝　D

5 通り×2

£　Sh 　i　j　k＝F

Shi 　jkf ＝G

hijkfg ＝H

i　j　k　f　g　h　＝　I

jkfghi ＝J

k 　f　g　h　i　j　＝K

6 通り×2

男性12人（約7 ．5h）

男性8 人　　 軽く1 回目洗濯後着用

男性7 人，女性4 人（約5h ）

男性6 人　　 軽く1 回目洗濯後着用
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1

テニス着用時の状態

図2　 テニ ス着用時に併用した汗・目光試験

2レ6　 変退色 した 色 相測定 法……：1 ＝：……… ………：… ……

汗と光 の複合 作用で 変退色 し た 染色物 の色相

は，往 々にして 試験方 法で 大 きく離反 す るこ＝とか

お る ．よ って ，色変 化 の方 向を 測色 してCIELAB

（1976 ），a＊b 夸色 度，図上で しらべて みた √犬卜］ケゾノ

3∠ 実 験 結 果 と 考 察 ∧　　
‥　　　 ‥　　 ‥ ．

3
．1　

各 種 規 格 試 験 と サ ウ ナ 試 験 と：の 比 較 〉．・・，

表1 に 示 す118 種 類 の し染 色 布 を 用 い で ，亅IS 厂A

社iO 倍 法 ，　AATCC の 人 工 汗 液 を 付 着 さ ぜ で カ ー

ボ ヅ ア ー ク 燈 光 耐 光 試 験 で 試 験 七 だ 結 果 を ，……サ・ウ：I

ナ 人 体 汗 を 付 着 さ せ で 同 様 に 耐 光 試 験 し だ 結 果 と

比 較 し た も の を 表5 に 示 し た ．… … ダ ……………i　 ・’　・・．．・ ．・：

ま た 参 考 の た め に ，　ATTS （ 案 ）人 工 汗 液 を 付 着

さ せ て 耐 光 試 験 し た 結 果 と ， 汗 液 を 付 着 さ せ ず に

各 種 耐 光 試 験 の み を 同 じ 条 件 で 行 っ た 結 果 も 併 記

」冫 だ ≒．……………………………………………… ……………＝………ご ＝＝こ……

……… こ こ で ，： サ ウ ナ 試 験 は2 回 実 施 し 仏　1 回 目 は

耐 光 試 験 を 行 う まj で 多 少 時 聞 か 経 過 し す ぎ た 場 合

表5 口 各種汗液とカーボシアーク燈光複合試験結果
‥
（平均値）

洫
JIS A　　　 社 AATCC サ　 ウ　ナ ATTS 耐光試験のみ

酸 性
アノレ
カリ性

駿 性
アノレ
カリ性

旧 新 1 回目 2回目 酸 性 アノレ
カリ性

日 光
カー
ボン

キセ
ノン

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

4－5

5

4 －5

4

4－5

4

4 －5

4 －5

4

2

4

3

4

3－4

4

4 －5

4 －5

3－4

4－5

4－5

4

3 －4 ，

4

3

4

3－4

3

1 －2

3

2

3 －4

3

4

4

3－4

2－3

4－5

4

ヽ4

3－4

4

3－4

4

3－4

3－4

1 －2

3－4

2

4

3

4

2 －3

3－4

1 －2

4－5

4－5

3－4

3

3 ～4

3 ～4

3－4

3

3

1 －2

3

2

3－4

2－3

3 ←－4

3－4

3－4

1 －2

4 －5

4

4

4

4

3－4

4

4

3 －4

2 －3

3

2

4

3

4

4

4

3

4

3－4

4

3 －4

3 －4

3 －4

4

4

3

2

3

1 －2

4

3

3 －4

3－4

3 －4

3

4

3 －4

3

3－4

2

2

3

2 －3

1 －2

1 －2

1 －2

1

3

3

2

2 －3

2

1 －2

4 －5

4

4

3 －4

3 －4

3

4

3

2 －3

2－3

2 ．

2

3 －4

3

3

4

3－4

2

4 －5

4

3－4

3 －4

3 ’

2 －3

3

3 －4

2

1

2－3

1

3

2 －3

3

3

3

1

4 －5

4

3－4

3－4

2－3

2－3

3

3

2

1

2

1

3

2－3

3

4

3

1

5

4

4 －5

4 一5

3 －4

3

4 －5

4 －5

4 －5

4

4

4 －5

4

4

4 －5

3 －4

3 －4

4

5

4 －5

4－5

4 －5

4 －5

4－5

4 －5

4 －5

4 －5

4 －5

4 －5

4 －5

4 －5

4 －5

4 －5

4 －5

4 －5

4 －5

5

4－5

4 －5

4 －5

4 －5

4 －5

5

5

4 －5

4 －5

5

4－5

4 －5

4－5

5

4－5

4－5

5



であり，2 回目はすぐに耐光試験を行 っ た も の

と，　24　h後に行った場合の平均値等級で示してあ

る．

サウナ1 回目と2 回目の比較では，すぐに耐光

試験を行った方が 等級0 ．5～1 級堅牢に示される

ことがある．jしかし，2 回目の直後照射と24h 後

照射開にはほとんど差異を示さなかった．

耐光試験用光源の差は，カーボンアーク燈光と

キセノンアーク燈光閧で大きな差を示さないが，

日光では多少離反するものもあった．

いずれも耐光試験のみでは，大部分の染色物は

堅牢であるものが多い．

汗液を付着させて耐光試験を行った結果は，い

ずれも大きく堅牢度低下する傾向がある．

汗液を付着させて光源を変化させた結果では，

大きな差は生じなかった．ただし，サウナ直後の

結果で試料N0 ．　2，　8，　12，　13，　17など， サウナ

24h 後の結果で試料N0 ，　2，　8，　13などが 多少有

意差ありと示された． ‥

人体汗のみによる変退色の大きなものは，モノ

アソ含金属反応染料で認められた．しかし，アソ

含金屑反応染料の中にも変退色の小さなものもあ

るので，染料構造を選択することで変色の少ない

染料を求めることができる． ／

その他の染料は人体汗のみに対して実用上問題

の生じない程度であったレ　　　　　 十

サウナによる人体汗と耐光試験の結果は，18種

類の染料の中の9 種類のものがA 社10倍法の結果

に近いものか認められたが，他の染料では十分な

相関性を得ることが出来なかった．相関性の良好

な染料は，　Yellow 系， フクロ シア平ンTur －

quoise　Blue系， モノアソ合金属系およびジオキ

サジン系Blue であった，

相関性の 立場から，　JIS およびAATCC はA

社10倍法よりも劣る傾向が認められた．

相関性の不十分な事実は，人工汗液組成の変更

が必要なことを示している．
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各社から提出された判定等級はバラ ツキが大き

いので，最終的に再判定した統一判定 等級を用い

た ．これは汗液の付着した部分と露光 部分の比較

なので，析出した塩分の影響も大 きく 現われた．

軽く水洗，乾燥後の判定がすすめられ る．

一般に，　Yellow 系はきつく判定さ れ，　Blue 系

はゆるく判定される傾向があった．

3．2　 スポーツ着用試験と各種汗・ 光複合試験

との比較

スポーツ着用 ポロシャツに選択した5 種類（表

3 ）の反応染料染色物n 種類のゴルフ およびテニ

ス試験を実施した．

結果は，図3 に各種汗・光複合試験 の結果と比

較して示してみた．

一般に，サ ウナ人体汗と光複合試験 よりも等級

がいくらか堅牢な等級で示される傾向 を示した．

また，着用 スポーツ試験では，ゴル フとテニス

の結果は近似するようであった．

そこで，スポーツ着用と各種試験法 との結果を

用いて，次式で相関係数を求めてみた ．

≒ 一七 戸

匹
＿ ＿

／㈲
一
祿 釣 胼 心 う罔

各種試験規格人工汗との相関係数ぱ表6 に，サ

ウナ人体汗との相関係数は表7 に示し た．

人工汗の近似作用は，ほぼ次の順位 になること

が認められたが，相関性はあまり良好 ではない．

AATCC 新法＞JIS 酸性＞AATCC　1 日法＞A 社

酸性＞A 社アルカリ性＞JIS アルカリ性

サウナ人体汗の耐光試験法の近似作 用はほぽ次

の順位になった．

カーボンアーク燈光＞ キセノンアー ク燈光＞ 日

光

3．3　ATTS （案）人工汗組成の検討

各種規格人工汗液と耐光との複合試 験は，実際

の人体汗と光との複合試験に相関性が あまり良 好

で はない ．これは使用した人工汗組成 に何らかの
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③
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図3　 実際のスポーツ着用試験と各種汗・日光試験との比較
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温度（℃）

図5　ATTS 人工汗液の温度とmV の関係

表6　 各種規格人工汗・光とスポーツ試験との相関係数
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匹
‾－’ぺ ＿ ⑩ ゴルフ1 回 ⑩ ゴルフ2 回 ⑩ テニ ス1 回 ⑩ テニス2 恒1 平　　 均

①JIS 酸性

②JIS　 アルカリ性

③A 社 酸性

④A 社　アルカリ性

⑥AATCC　 旧法

⑥AATCC　 新法

0．861375

0 ．628365

0 ．748292

0．695387

0．666210

0．810759

0．779597

0．574030

0．582254

0．494358

0．731993

0．862050

0 ．687383

0 ．415250

0 ．546064

0．502348

0．525977

0．705997

0．806934

0．549323

0．638134

0．569768

0．655923

0．813789

O 。783822

0 ．541742

0．628686

0 ．565465

0 ．645026

0 ．798149

⑦ サウナ

⑧ サウナ

⑨ サウナ

⑩ サウナ

⑩ サウナ

⑩ サウナ

⑩ サウナ

表7　 サウナ人体汗・光とスポーツ試験との相関係数

1 回目

直後 日光

24h 後 日光

直後　カーボンアーク

24h 後 カーボンアーク

直後　キセノンアーク

24h 後 キセノンアーク

0．758120

0．696725

0．686320

0．837801

0．740609

0．698042

0．837801

不適当な部分があるためである．

そこで， サウナで 採取 し た 人体汗のpH （約

5．0～7．8），酸化還元電位（室温170 ～300mV ），

人体汗組成分析データなどを参考とし，比較的含

有量が多く，試薬として入手しやすい酸・アルカ

リ成分（乳酸，りん酸），無機化合物（食塩， 鉄

分），窒素化合物（尿素，尿酸，ヒスタミン， ヒ

スチジン，アルギェン，シトルリン，グルタミン

（
冫
日
）
絽
徊
暇
順
ぶ

癨

2　3　4　5　6　7　8　9　10　u　12

pH

図4　ATTS 人 工 汗 液 のpH とmV の 関係

0．830692

0．773814

0．685521

0．904493

0．778499

0．793291

0．904494

0．652244

0．575609

0．475236

0．775254

0．599319

0．606781

0．775254

0．752289

0．686320

0．528125

0．824553

0．723745

0．679121

0．824553

0．748336

0．683117

0．593800

0．835525

0．710543

0．694308

0．835525

酸， アスパ ラギン酸， ロイシン，ト レオニ ン），

ビタミン類（アスコロビ ン酸，イノシ ト．－ル，パ

ントテン酸），および還元性物質（焦性ぶどう糖，

グルコース） などのpH 一酸化還元電 位関係曲線

を作成した．

人体汗に近似するpH 一酸化還元電 位を 示す人

工汗液として，含窒素化合物ヒスチジ ン，アスパ

ラギ ン酸，ビタミンとしてパ ントテン酸，還元性

500

4
0
0

冫

日
）

0
0
　
　
　
0
0

が
徊
暇
暇
胆
傴

100
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物質グルコースを含む 表2 に示したATTS （案）

法を試作した． し　 卜

ATTS （案）人工汗液のpH 一酸化還元電位の関

係は 図4 ， 高温時の 酸化還元電位は 図5 に示し

た．

一般に酸性 が強くなると缶酸化還元電位か大き

くなり，アルカリ性が強くなると小さくなる．ま

た，温度上昇 は④酸化還元電位を低下させ，還元

作用が強くなる傾向を示した． ，　　ヶつ

＼これらは，人体尿，健康飲料ドリンク剤などで

も還元力のために染色堅牢度に影響を及ぼすこと

がある事実3）と類似する．

ATTS （案）人工汗液の経時安定性は，表8 に示

すように，冷暗所がすすめられる．

表5 はサウナ結果に近似する・・ことを示す．

3．4　 市販染色布の品質管理

すでに市場に出た染色布で ，明らかに汗・光複

合作用によると判断 で き た クレーム品を集め，

ATTS （案）法が品質管理に適応でき るか，どうか

を検討した．また併せて，過去数年間に亘って問

題の生じていない安全なものも試験し，一応の合

格基準を考えてみた．

使用染料1 種類を用いた基礎的な検討結果は，

表5 に示 すように，　ATTS （案）法がサウナ人体汗

法にもっとも近似する．　　　　　 ‥ ‥‥‥ ‥

代 表的なクレーム品の再現性を，変退色および

色相移動の方向などから求めた結果は，表9 に示

した．

ATTS （案）法は， もっとも作用の強い試験方法

であり，多くのクレーム品に対してほぽ3 級以下

表8　ATTS （案）人工汗液の経時安定性

保　　 存
外　　 観 pH 酸化還元電位mV UV スペクトル

酸　性 アルカリ性 酸　 性 アルカリ性 酸　 性 アルカリ性 酸　 性 アルカリ性

新鮮調製液 ○ ○ 3．50 8．00 495 341 ○ ○

室

温

暗

所

1 日

3 日

7 日

14日

20日

O

O

O

O

O

○

×

×

X

×

3．56

3．51

3 ．48

3 ．47

3 ．54

7．77

7．43

7．22

7．21

7 ．27

496

－

548

518

531

371

－

422

394

371

－

○

○

○

○

○

×

× ×

× × ×

× × ×

皐

所

1 日

3 日

7 日

14日

20日

O

O

O

O

O

○

○

○

○

×

3．50

3．51

3．48

3．45

3．53

7 ．95

7 ．88

7 ．75

7 ．62

7 ．40

510

－

506

516

527

382

－

381

391

370

－

O

O

O

O

－

○

○

△～○

△～×

60 ℃

暗

所

1 口

3 日

7 日

14日

20日

○

○

○

O

O

○

○

○

○

O

3 ．27

3 ．62

3．62

3．61

3．69

7．12

6．67

6．56

6 ．52

6 ．58

496

－

510

512

514

379

－

404

421

396

－

O

O

O

O

－

○

△～○

△

△

○　変化なし

×　白濁 づ

○
△
×

× ×

× × ×

変 化 な し

260 ～280nm に 吸 収

500nm ＞ に 吸 収

600nm ＞ に 吸 収

著 し く 吸 収 増 大



表9　 ク レ ー ム 品 再 現 試 験 例

試　　　 料
JIS ATTS AATCC B　　 社

酸　　 性 アルカリ性 酸　　 性 アルカリ性 酸　　 性 酸　　 性

ネイビーブルー

ブ ラ ウ ン

ブラウン厚地

グ　　レ　 ー

ブ ラ ッ ク

ネイビーブルー

ネイビーブルー

サ　ッ　ク　ス

グレーブルー

モスグリーン

オ　レ　ン　ジ

オ　レ　ン　ジ

ラ ペ ン ダ ー

グ　　レ　 ー

ネイビーブルー

ネイビーブルー

ブ ラ ウ ン

ブ　 ル　 ー

×

4－5

×

4－5

×

4

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

4－5

○

5

×

4－5

○

4－5

4 －5

×

4

○

4

○

2

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

4

○

4－5

×

4

○

4

4

○

3－4

0

3

0

3

0

4 －5

0

2 －3

0

3

×

3

0

3

×

3

0

3 －4

0

3 －4

×

4 －5

×

3－4

3－4

0

2 －3

0

3

0

3 －4

3 －4

○

2

0

3－4

0

1 －2

0

4

0
2

×

2－3

×

3

0

2－3

×
2－3

0
2－3

0

3

×

4－5

0

3

3

0

2－3

0

3

0

2－3

2－3

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

4

×

4－5

0

4

0

4

4 －5

－

－

－

○

4

○

2 一3

0

3 －4

×

3

0

3

×

3 －4

0

3

0

3 －4

×

4 －5

×

4

－

－

－

－

－

変色方向　○ ほぼ一致　　× 離反

ではクレームの危険かあることか判明した．ただ

し，3 級以上のものでもいくらか存在するのは，

使用条件がさらに過酷なためか，または他の作用

（公害関係各種廃気ガス，漂白剤など）が重複した

ためと考ええられた．

変色の方向は，クレーム品の存在するもので比

較した結果，　ATTS（案）法がほぼ一致するものが

多い．

市販染色布は少なくとも数種類の染料で配合染

色されたものか多く，配合による色相変化が影響

－83 －

を及ぼす．もしも少量使用で大きく色変化する組

み合わせでは，少量使用染料の分解で配合前の色

へ移動する傾向も大きい4゛6）．

さらに，市販染色布への種々な仕上加工剤も無

視できない場合もある．これらのことを考慮すれ

ば，表9 の結果は現在では容認できる範囲にある

と考えられた．

参考のために，過去問題を生じなか ったゴルフ

シャツ地の汗・光複合試験結果の例は，表10に示

した．ほぽ3 級以上の堅牢度等級を示 すものが安
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表10　 過 去 問 題を 発生 し な い ゴ ル フ シ ャツ 試験 例

試　　　料
ATTS B　 社

酸　性 アルカリ性 酸　性

グ　 レ　 ー

ブ　ラ　ッ　ク

ネイビーブル一

サ　ッ　ク　ス

サ　ッ　ク　ス

ブ　 ル　　ー

ブ　 ル　　ー

ロイヤルブルー

ライトネイビー

ペパーミント

グ　　レ　　ー

ライトグリーン

グ　リ　ー　ン

ダークグリーン

ベ　　ー　　ジ

アプリコット

イ　エ　ロ　ー

ワ　　イ　　ン

3

2－3

3－4

4

3－4

3－4

4

4

4

3 －4

4－5

4－5

4

4－5

4

3－4

3－4

3

2

2

2 －3

3

3

3

3

3 －4

2

3

4

4

4

2

3 －4

2

2 －3

1 －2

3

3

3－4

4

3 －4

3－4

4 －5

4

4

4

4

4 －5

4

4 －5

3－4

3 －4

3 －4

3

仝なように思われる．アルカリ性試験は酸性試験

よりも少し過酷すぎるようである．

以上を要約 す ると，多くのクレーム品は現行

JlS 規格法よりもATTS （案）法が近似した結果を

示す．ただし，多少の偏差を示すものもある．こ

れは，常に問題になった付着汗液量（新しい汗が

つぎつぎ 付着乾燥し 濃縮 さ れ る）， 光照射時間

（長いほど悪化する），温度（実際スポーツ時は相

当上る）， 試験環境下の 他の作用（廃気公害ガス

など）などが複雑に関連するため で あ ろ う．将

来，さらにきめ細かな検討が必要と考えられた．

使用した反応染料の構造から考えると，赤系ア

ソ染料型は堅牢なものか少なく，ダ黄系は堅牢であ

る．一般耐光試験は，主として酸化作用で影響を

及ぼす．反面，人体汗・光複合試験は還元作用で

影響を及ぼす傾向がある．卜　　　 十

アソ型染料は一般に還元作用に弱く，ヒドラゾ

ン型染料は強い．逆に，アソ型染料は酸化作用に

強く，ヒドラゾン型染料は弱い．　二

健康飲料バイオミン類ドリンク剤（例えばバイ

オミンC など），人体尿なども人体汗と同様に還

元作用の変退色を示す類似点か認められた．

4．総　　 括

汗・光複合試験の結果に近似する試験方法を求

めるために検討した結果，次のことが 認 め ら れ

た．

1） 従来既存試験方法は不適当である．

2） 新しい人工汗液は還元作用を及ぼすビタミ

ン類，グリコースなどを含むものが適当であった

（ATTS 案試験方法）・

3）ATTS 案試験方法は クレームを 防止でき

る品質管理に多くの場合適合する．

4） クレーム品のATTS 評価からの多少の離

反は他の複雑な作用も加味されたためであ乱

5）ATTS 案法はさらにきめ 細かな 検討も今

後に必要である．

本研究を進めるに当り，汗分科会に参加してい

る下記各委員の多大な協力を賜わりましたことを

深く感謝いたします．

住友化学工業㈱，日本化薬㈱，東洋紡績㈱，鐘

紡㈱， ㈱レナウン， 丸紅㈱， ㈱大丸， ㈱デサン

ト，美津濃㈱，東海染工㈱，日本化学繊維検査協

会，日本紡績検査協会，日本染色検査協会，通商

産業検査所．　　　　　　　　　　卜
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